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超音波検診においても、がんの発見のみではなく、びまん性肝疾患の有無、的確な

良性疾患診断、悪性腫瘍の境界病変の判定、種々のハイリスクグループ有無および適

切な経過観察が行われることが重要な職責となる。これらの内容が、“市民に受け入れ

られる検診”となるためには、超音波検査の弱点である客観性の向上に尽きる。客観性

の向上は、判定のみではなく保存画像においても誰でもが分かる医療資源として扱わ

れることが大切であり、装置の発展に伴いストレスなく記録・保存をすることが可能

となりつつある。このよう中、2014年に本学会が中心になり日本超音波医学会と日本

人間ドック学会の 3学会合で同発表された腹部超音波検診判定マニュアルの改訂版が

本年度発表された。各臓器のカテゴリーおよび判定区分表も臨床的に使用しやすく改

訂されており、検診従事者にとって共通概念となるよう普及が今後の大きなポイント

となる。ここでは、本マニュアルの肝臓領域における改定時に質問も大きかった脂肪

肝をはじめとするびまん性肝疾患の評価法、肝腫瘤性病変の評価方法を中心に改定の

ポイントについて解説を行う。 

 

 


